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Ⅰ
　
再
生

年
頭
に
当
た
り
「
心
機
一
転
、
飛
躍
の

年
に
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
」
と
申
し
上

げ
ま
し
た
。
組
織
再
構
築
、
経
営
基
盤
整

備
、
業
務
の
棚
卸
し
、
温
故
知
新
、
運
用

(

プ
ロ
セ
ス)

重
視
の
５
つ
を
本
年
の
病
院

方
針
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
業
務
革
新
、
収

支
バ
ラ
ン
ス
、
病
院
機
能
評
価
受
審
、
六

〇
周
年
記
念
事
業
準
備
、
顧
客
志
向
を
五

つ
の
目
標
と
し
ま
し
た
。

練
馬
総
合
病
院
で
は
、
病
院
を
挙
げ
て

組
織
的
に
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
年

間
の
統
一
主
題
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
平

成
十
九
年
度
の
教
育
研
修
お
よ
び
Ｍ
Ｑ
Ｉ

活
動
の
統
一
主
題
は
、「
再
生
　
―
原
点

か
ら
の
出
発
―
」
と
し
ま
し
た
。
再
生
と

は
、
再
び
生
ま
れ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

新
病
院
に
移
転
し
て
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た

気
持
ち
で
、
新
た
な
出
発
を
す
る
と
い
う

意
思
表
明
で
す
。
原
点
か
ら
の
出
発
と

は
、
物
事
の
原
点
に
返
っ
て
、
初
心
を
忘

れ
ず
、
原
理
原
則
に
基
づ
い
て
と
い
う
意

味
で
す
。

Ⅱ
　
新
病
院
に
移
転
し
て

昨
年
十
二
月
三
十
日
に
移
転
し
、
一
月

四
日
か
ら
平
常
の
診
療
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。

近
隣
町
会
の
皆
様
に
は
四
日
間
に
分
け

て
、
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
か

に
は
、「
こ
ん
な
良
い
病
院
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
。
大
学
病
院
に
通
っ
て

い
る
が
、
変
わ
り
た
い
。
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
」。「
す
ぐ
近
く
だ
が
、
救
急
の
場
合

に
、
救
急
車
で
来
な
け
れ
ば
見
て
く
れ
な

い
か
」
と
い
う
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。
救

急
で
あ
れ
ば
、
車
で
も
、
徒
歩
で
も
、
遠

慮
無
く
来
院
下
さ
い
。
救
急
は
、
年
中
無

休
で
診
ま
す
。
転
院
は
、
紹
介
状
が
あ
っ

た
方
が
良
い
で
す
が
、
無
く
て
も
結
構
で

す
。新

病
院
建
築
を
契
機
に
、
全
面
的
な
業

務
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
が
、
仕
残
し

た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
本
年
度
は
、
業
務
の
見
直
し
と

並
行
し
て
、
新
し
い
業
務
を
実
施
す
る
た

め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
い
く
つ

か
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
つ
の
大
き
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
病
院

機
能
評
価
の
再
受
審
で
す
。
そ
し
て
、
来

年
三
月
に
控
え
た
創
立
六
十
周
年
事
業
で

す
。
記
念
誌
発
行
、
講
演
会
等
の
記
念
事

業
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

Ⅲ
　
健
康
医
学
セ
ン
タ
ー

五
月
末
に
は
、
健
康
医
学
セ
ン
タ
ー
が

竣
工
し
ま
す
。
お
陰
様
で
、
無
事
故
で
工

事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
近
隣
の
方
々
に

は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

今
し
ば
ら
く
の
間
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

治
験
セ
ン
タ
ー
と
は
、
新
薬
等
の
安
全

性
や
効
果
を
検
証
す
る
た
め
の
施
設
で

す
。
質
を
担
保
し
て
、
外
部
の
有
識
者
を

委
員
に
お
迎
え
し
た
厳
格
な
審
査
委
員
会

を
設
置
し
て
い
る
施
設
が
ま
だ
少
な
い
の

で
、
他
院
の
治
験
の
審
査
も
担
当
し
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

健
診
セ
ン
タ
ー
は
、
人
間
ド
ッ
ク
や
が

ん
検
診
、
ま
た
、
健
康
増
進
法
に
よ
り
義

務
づ
け
ら
れ
る
、
本
人
及
び
家
族
の
健
康

審
査
も
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の
施
設

の
医
療
の
質
向
上
に
果
た
す
役
割
は
極
め

て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
既
に
稼
働

し
て
い
る
、
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
、
創
傷
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
、
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
し
た
総
合
的
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

 
 
 
 

Ⅳ
　
近
況

電
子
カ
ル
テ
は
旧
病
院
か
ら
導
入
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
継
続
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。
当
院
が

中
心
と
な
り
、
私
が
、
厚
生
労
働
科
研
費

研
究
の
主
任
研
究
者
と
し
て
ま
と
め
た
活

動
の
成
果
を
「
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入

の
手
引
き
」
と
し
て
、
五
月
に
じ
ほ
う
社

か
ら
出
版
す
る
予
定
で
す
。

三
月
末
に
、MQI

発
表
会
を
行
い
、
近
隣

町
会
の
方
、
診
療
所
や
病
院
、
ま
た
、
遠

方
か
ら
、
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
活
発

な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入
職

員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
血
が
入

り
、
益
々
活
性
化
す
る
と
期
待
し
ま
す
。

　
地
域
・
区
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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近
隣
町
会
見
学
会

去
る
一
月
二
十
七
日(

土
曜
日)

，
二
十

八
日(
日
曜
日)

、二
月
三
日(

土
曜
日)

，

四
日(

日
曜
日)
の
四
日
間
の
午
後
一
時
か

ら
約
一
時
間
の
予
定
で
近
隣
四
町
会
の
住

民
の
皆
様
を
対
象
と
し
て
，
新
築
な
っ
た

練
馬
総
合
病
院
を
ご
覧
頂
く
為
の
見
学
会

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

予
定
通
り
一
時
に
院
長
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
病
院
紹
介
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
ご

覧
頂
い
た
後,

十
五
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
職
員
の
案
内
で
屋
上
か
ら
三
階

，
二
階
病
棟
，
一
階
検
査
科
，
放
射
線
科

，
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
、診
察
室
な
ど
の
最

新
機
器
を
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。
天
候
は
快

晴
で
し
た
が
暖
冬
と
午
後
の
為
屋
上
か
ら

の
富
士
山
は
望
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
，
眺

望
は
楽
し
ん
で
頂
け
、自
宅
を
見
つ
け
て

感
激
し
て
い
る
参
加
者
も
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

 

病
室
は
休
日
で
あ
っ
て
も
ご
入
院
中

の
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
都
合
と
、

手
術
室
，
分
娩
室
は
清
潔
管
理
の
為
ご
覧

い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
，
た
ま
た
ま

個
室
，
特
別
室
が
一
部
屋
ず
つ
空
い
て
お

り
，
内
部
の
設
備
と
広
さ
を
実
感
し
て
い

た
だ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

 

ま
た
廊
下
，
食
堂
兼
面
会
室
の
広
さ

と
明
る
く
開
放
感
の
あ
る
空
間
，
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
か
ら
病
室
，
新
生
児
室

へ
の
出
入
り
の
IC
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
等
、

旧
病
院
か
ら
の
飛
躍
的
な
居
住
空
間
の

充
実
振
り
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
感
歎
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
二
時
終
了
予
定
を

大
幅
に
超
過
し
三
時
過
ぎ
ま
で
熱
心
に
ご

見
学
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
ご
質
問
が
出
た

事
も
非
常
に
う
れ
し
く
成
功
裏
の
内
に
見

学
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

幸
に
も
四
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
，

毎
回
主
催
者
の
予
想
を
遥
か
に
超
え
合
計

三
百
六
十
名
に
も
及
ぶ
多
く
の
方
々
が
お

い
で
に
な
り
ま
し
た
、
改
め
て
当
院
が
地

域
に
密
着
し
且
つ
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
る
事
を
実
感
し
，
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
し
た
。

 

こ
れ
か
ら
練
馬
区
近
隣
町
会
は
も
ち
ろ

ん
，
豊
島
区
，
中
野
区
、
板
橋
区
等
の
隣

接
区
町
会
の
方
に
も
ご
案
内
を
し
て
院
内

見
学
会
を
開
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

亜
急
性
期
病
床
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
３
階
病
棟
師
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
松
三
枝
子

　
当
院
は
急
性
期
の
医
療
を
行
う
病
院
と

し
て
地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
提
供
し

て
お
り
、
療
養
期
間
が
短
期
間
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
病
状
に
よ
っ
て
は
、
あ
と
少

し
入
院
治
療
を
継
続
す
れ
ば
家
庭
へ
の

退
院
や
施
設
入
所
等
が
楽
に
な
る
患
者

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
事
実
で

す
。

　
亜
急
性
期
病
床
は
、
そ
の
よ
う
な
患

者
さ
ん
を
対
象
に
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

に
向
け
て
、
病
院
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て

退
院
支
援
を
行
う
病
室
で
す
。

　
入
室
の
基
準
は
以
下
の
と
お
り
で
す

１
・
入
院
治
療
を
も
う
少
し
継
続
す
る

こ
と
で
病
状
や
身
体
機
能
や
能
力
の
改

善
が
見
込
ま
れ
る
方
（
主
治
医
の
医
学

的
判
断
に
よ
り
ま
す
）

２
・
家
庭
へ
の
退
院
や
施
設
入
所
が
見

込
ま
れ
る
方

　
こ
の
病
床
を
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は

主
治
医
の
医
学
的
判
断
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
入
室
ご
希
望
の
患
者
さ
ん
は
、

主
治
医
ま
た
は
看
護
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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①

②

会計受付票もしくは診療費請求書
のバーコードをリーダーにかざしてく
ださい。
＊バーコードを表向きで、
　バーコードの絵と重なる位置に置
いてください。

◆医療費自動精算機のご利用方法◆

請求金額が画面に表示されます

現金でお支払いの方
お金を入金口にセット
してください。
紙幣・硬貨はまとめて
入金できます。

お金を入れると
入金額が表示されます。
金額をお確かめ下さい

クレジットカード･
デビットカードをご利用の方
カードを入れ暗証番号を入力
してください。

クレジットカード･
デビットカードをご利用の方
カードを入れ暗証番号を入力
してください。

④

③

⑤ 緑の確認ボタンを
押してください

⑥ お釣・領収書を
お受け取り下さい。
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３
階
病
棟
ご
案
内

　
　
　
　

　
　
　
　

 
 
 

ピ
ン
ク
の
壁
や
ド
ア
が
明
る
く
や
わ

ら
か
い
雰
囲
気
を
出
し
て
い
る
病
棟
が
３

階
の
産
婦
人
科
病
棟
で
す
。

　
３
人
の
産
婦
人
科
医
師
、
８
人
の
助
産

師､

８
人
の
看
護
師
、
と
２
名
の
看
護
助

手
と
で
三
交
代
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
陣
痛
室
は
個
室
で
家
族
と
出
産
迄
の
時

を
共
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

分
娩
室
で
は
ご
主
人
が
立
ち
会
う
こ
と
が

出
来
、
出
産
の
感
動
を
共
に
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
こ
れ
か
ら
の
育
児
の
第
一
歩
を
歩

み
だ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
産
科
の
お
部
屋
は
４
人
部
屋
が
３
部

屋
と
有
償
４
床
の
部
屋
が
１
部
屋
　
ト

イ
レ
と
シ
ャ
ワ
ー
が
付
い
た
個
室
が
４

部
屋
、
食
堂
（
デ
イ
ル
ー
ム
）
を
挟
ん
で

婦
人
科
病
棟
の
４
人
部
屋
３
室
と
有
償

４
床
が
２
部
屋
と
個
室
が
６
部
屋
あ
り

ま
す

　
新
生
児
室
は
看
護
室
の
と
な
り
に
あ

り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
か
ら
面
会
時

間
に
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
を
見
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　
妊
娠
中
は
外
来
で
健
康
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
２０

週
を
過
ぎ
る
と
助
産

師
外
来
を
３
階
病
棟
で
行
い
、
乳
頭
の

手
入
れ
、
貧
血
予
防
、
妊
娠
高
血
圧
予

防､

な
ど
の
個
別
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
２４

週
以
降
の
方
を
対
象
に
母

親
学
級
（
両
親
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
可
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
週
目
は
妊
娠
中
の
経
過
、
栄
養
指
導

２
週
目
は
妊
娠
中
の
異
常
、
妊
婦
体
操

３
週
目
は
分
娩
の
経
過
と
補
助
動
作

４
週
目
は
出
産
の
準
備
品
、

 
 

入
院
の
準
備
、
病
棟
見
学
を
毎
月
火

曜
日
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
地
下
の

講
堂
で
行
っ
て
い
ま
す
　
予
約
は
要
り

ま
せ
ん
の
で
母
子
手
帳
を
持
っ
て
気
楽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
よ
り
産
後
の
お
部
屋
は
母
児
同

室
、
と
別
室
を
選
択
出
来
る
よ
う
に
し
、

有
償
４
床
室
を
母
児
同
室
、
４
床
を
別

室
と
し
、
ど
ち
ら
と
も
夜
間
は
、
新
生
児

を
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
。

　
助
産
師
は
退
院
ま
で
に
育
児
が
円
滑

に
行
え
る
よ
う
に
援
助
し
、
母
乳
育
児

が
で
き
る
よ
う
に
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

行
い
、
沐
浴
指
導
、
退
院
指
導
な
ど
、
き

め
こ
ま
や
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
尚
、
分
娩
費
用
は
、
正
常
分
娩
で
当
日

入
院
し
出
産
し
た
場
合
、
４
月
１
日
分
娩

よ
り
45
万
円
前
後
（
分
娩
時
間
に
よ
り
多

少
違
い
が
あ
り
）
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
新
し
い
家
族
と
の
出
会
い
が
、
良
い
思

い
出
に
な
る
よ
う
に
、
お
手
伝
い
し
た
い

と
ス
タ
ッ
フ
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

  
   

   
   

 

３
階
病
棟
師
長
　

    
    

     
    

    

有
松
三
枝
子
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健
康
医
学
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
健
康
医
学
セ
ン
タ
ー
の
新
築
工
事
の
進

捗
状
況
は
、
６
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
、
現
在
、
内
装
工
事
を
急
い
で
い
る

段
階
で
す
。

　
ま
た
、
よ
り
よ
い
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な

ら
び
に
運
用
の
為
に
、
毎
週
、
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
工
事
な
ら
び
に
設
備
関
係
者
、
院
長
、

セ
ン
タ
ー
長
、
検
査
技
師
、
看
護
師
、I

T

技
術
者
、
事
務
員
そ
し
て
、
外
部
有
識
者

を
始
め
、
多
く
の
関
係
者
が
、
様
々
な
視

点
か
ら
、
活
発
な
意
見
を
出
し
合
っ
て
い

ま
す
。

　
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
健
康
診

断
の
中
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
と
予
約
に
よ

る
企
業
健
診
を
行
い
ま
す
。

　
ド
ッ
ク
は
、
６
月
１
日
か
ら
、
週
２

回
、
水
曜
と
金
曜
日
に
実
施
出
来
る
よ
う

に
し
ま
す
。

 

　
将
来
は
、
平
日
、
月
曜
か
ら
金
曜
日

迄
毎
日
、
出
来
る
よ
う
に
す
る
予
定
で

す
。

　
更
に
、
平
成
２
０
年
度
中
に
開
始
さ
れ

特
定
健
診 

・
特
定
保
健
事
業
に
対
応
し

て
ゆ
く
予
定
で
す
。

　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
事
業
と
は
、
一

口
で
申
し
ま
す
と
、
４
０
歳
以
上
の
被
扶

養
者(

主
に
主
婦
の
方)

も
健
診
受
診
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　
Ｉ
Ｔ
面
で
は
、
健
診
用
シ
ス
テ
ム
は
電

子
カ
ル
テ
と
連
動
さ
せ
ま
す
。

　
健
診
情
報
と
診
療
情
報
が
連
動
す
る
こ

と
に
な
り
、
デ
ー
タ
の
有
効
活
用
、
な
ら

び
に
汎
用
性
が
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ
し
ま

す
。

　
受
診
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
よ
り
き
め
細

か
く
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　　
治
験
セ
ン
タ
ー
で
は
、
治
験
実
施
の
他

に
も
、
毎
月
、
治
験
委
員
会
を
開
催
し
、

治
験
内
容
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　
治
験
委
員
会
で
は
、
当
院
以
外
の
医
療

機
関
、
例
え
ば
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
行
わ
れ

て
い
る
治
験
の
内
容
の
妥
当
性
の
審
議
も

し
て
お
り
ま
す
。

　
当
院
へ
の
治
験
依
頼
件
数
は
右
肩
上
が

り
で
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
　

益
々
、
増
加
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す

　
　 
　
　
　
　
　
　
医
事
課
　
楠
田
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院内医療安全講習会で不明な
点を明らかにするために質問
する職員 

安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

質
保
証
室
／
医
療
安
全
推
進
委
員

佐
伯
み
か

「
安
全
な
医
療
を
提
供
し
て
欲
し
い
！
」

「
医
療
事
故
に
あ
い
た
く
な
い
！
」
と
い

う
希
望
は
、
普
遍
的
な
思
い
で
す
。
私
た

ち
医
療
従
事
者
は
、常
に
そ
の
こ
と
を
か

み
し
め
な
が
ら
医
療
を
提
供
し
て
い
ま

す
。安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
・
・

第
一
に
、急
速
に
高
度
化
を
遂
げ
る
検

査
・
治
療
に
関
わ
る
安
全
情
報
を
迅
速
か

つ
網
羅
的
に
入
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。第

二
に
、患
者
さ
ん
の
個
別
対
応
と
医

療
の
標
準
化（
人
や
時
間
が
変
わ
っ
て
も

同
じ
よ
う
に
業
務
を
す
る
こ
と
、ば
ら
つ

き
を
減
ら
す
こ
と
）を
両
立
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
疾
病
、
病
態
、
病

歴
な
ど
の
多
様
性
・
個
別
性
を
考
慮
し
た

上
で
の
標
準
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

第
三
に
、
複
数
の
異
な
る
専
門
職
種
・

部
署
・
医
療
機
関
が
、
情
報
共
有
・
意
思

疎
通
・
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

膨
大
な
専
門
情
報
を
迅
速
か
つ
網
羅
的

に
入
手
す
る
た
め
に
も
、患
者
さ
ん
へ
の

個
別
対
応
と
医
療
の
標
準
化
を
両
立
す
る

た
め
に
も
協
力
関
係
が
不
可
欠
で
す
。

当
院
で
も
、
職
種
は
、
医
師
・
看
護
師

等
一
０
を
超
え
、
部
署
（
科
・
課
）
は
、
内

科
・
庶
務
課
等
二
０
を
超
え
ま
す
。
連
携

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
医
療
機
関
は
五

０
０
を
超
え
ま
す
。
専
門
性･

役
割
・
機

能
が
異
な
る
こ
れ
ら
が
、安
全
確
保
の
た

め
に
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

当
院
で
は
、
全
部
署
・
全
委
員
会
が
、

上
記
を
理
解
し
医
療
に
従
事
し
て
い
ま

す
。、
院
内
の
組
織
横
断
的
な
安
全
活
動

の
主
軸
を
担
っ
て
い
る
の
は「
医
療
安
全

推
進
委
員
会
」で
す
。図
に
示
す
よ
う
に
、

多
く
の
職
種
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。日

常
の
主
な
活
動
は
次
の
３
点
で
す
。

①

医
療
事
故
・
ミ
ス
防
止
の
た
め
に
職

員
が
気
付
い
た
こ
と
を
報
告
す
る

イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
レ

ポ
ー
ト
の
有
効
活
用

②

医
療
事
故
・
ミ
ス
防
止
の
た
め
の
分

析
実
施
判
定
お
よ
び
実
施
時
の
推

進

③

医
療
安
全
に
関
す
る
情
報
発
信（
講

習
会
の
開
催
、
ニ
ュ
ー
ス
発
行
等
）

こ
れ
ら
は
全
職
種
・
部
署
間
の
情
報
共
有

に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
分
析
は
、

テ
ー
マ
に
応
じ
て
異
な
る
専
門
の
職
種
が

集
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
異
な
る
分
析
視
点

が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

去
る
一
月
二
四
日（
水
）「
院
内
医
療
安
全

講
習
会
」
を
開
催
し
、
放
射
線
科
科
長
よ
り

MRI
（
注
）
の
安
全
性
（
機
種
変
更
に
伴
う
注

意
事
項
）、
看
護
部
病
棟
主
任
よ
り
医
療
事

故
・
訴
訟
の
現
状
等
の
話
が
あ
り
、
そ
の
後

40
名
近
く
の
職
員
が
、
活
発
な
質
疑
応
答
・

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
日
常
の
地
道
な
活
動
で
す
が
、

今
後
も
、
安
全
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

継
続
い
た
し
ま
す
。ま
た
、患
者
さ
ん
や
地
域

の
医
療
機
関
の
方
々
と
情
報
の
共
有
を
図
る

た
め
の
努
力
も
継
続
し
す
。

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
注
）
； 

Magn
etic 

Res
onanc

e I
mag-

ing

（
核
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
装
置
）

 　 　 病 　 院 　 長 　 　

　 委 員 長 　
　 　 （ 副院長： 内科医） 　 　

図1．医療安全推進委員会　組織図

計１５名

放
射
線
科
・科
長

臨
床
検
査
科
・科
長

薬
剤
科
・
係
長

栄
養
科
・
科
長

事
務
長
（事
務
局
長
）

看
護
部
・
部
長

看
護
部
・病
棟
師
長

質
保
証
室
・医
療
安
全
管
理
者
　

看
護
部
・病
棟
主
任

看
護
部
・副
部
長

産
婦
人
科
医

外
科
・科
長

整
形
外
科
・
科
長
・副
院
長

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・科
長

庶
務
課
（事
務
局
）

　 　 病 　 院 　 長 　 　

　 委 員 長 　
　 　 （ 副院長： 内科医） 　 　

図1．医療安全推進委員会　組織図

計１５名

放
射
線
科
・科
長

臨
床
検
査
科
・科
長

薬
剤
科
・
係
長

栄
養
科
・
科
長

事
務
長
（事
務
局
長
）

看
護
部
・
部
長

看
護
部
・病
棟
師
長

質
保
証
室
・医
療
安
全
管
理
者
　

看
護
部
・病
棟
主
任

看
護
部
・副
部
長

産
婦
人
科
医

外
科
・科
長

整
形
外
科
・
科
長
・副
院
長

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・科
長

庶
務
課
（事
務
局
）

計 16 名 
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消
防
訓
練
実
施

３
月
１
日
、

春
の
火
災
予
防
週
間
初
日
、

当
院
飯
田
院
長
が
一
日
消
防
署
長
を
勤
め
る

中
、

練
馬
総
合
病
院
に
お
い
て
練
馬
消
防

署
・
練
馬
消
防
団
第
６
分
団
と
当
院
自
衛
消

防
隊
に
よ
る
合
同
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

・
２
階
病
棟
洗
濯
室
か
ら
出
火
と
い
う
想

 

定
で
中
央
監
視
室
か
ら
の
非
常
放
送

・
自
動
通
報
装
置
に
よ
る
消
防
署
へ
の
通
　

　
　
報

・
自
衛
消
防
隊
に
よ
る
屋
内
消
火
栓
操
作

　
　
に
よ
る
初
期
消
火
活
動
開
始

・
当
院
職
員
に
よ
る
患
者
の
避
難
誘
導

・
救
護
所
で
の
応
急
救
護

・
練
馬
消
防
署
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
よ
る
救
助

　
活
動
、
地
元
消
防
団
に
よ
る
避
難
活
動
等

は
し
ご
車
、
ポ
ン
プ
車
、
指
令
車
等
合
計

７
台
の
車
両
を
配
備
し
大
掛
か
り
な
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

１
５
：
０
０
　
練
馬
消
防
署
長
よ
り
飯
田

院
長
に
一
日
消
防
署
長
の
委
嘱
式
が
行
わ

れ
た
後
、
飯
田
院
長
、
練
馬
消
防
署
長
と

供
に
院
内
設
備
の
視
察
が
行
わ
れ
た
。

　　　中
央
監
視
室
は
設
置
さ
れ
て
い
る

                            

設
備
の
確
認

複
合
火
災
受
信
機

（
火
災
が
起
き
た
場

合
、
何
階
の
ど
の
部
屋
で
火
災
が
発
生
し
た

か
を
確
認
で
き
る
）

自
動
火
災
通
報
装
置

（
火
災
が
確
認
さ

れ
た
場
合
、
消
防
本
庁
に
住
所･
施
設
名
を

自
動
で
通
報
す
る
装
置
）

IC
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

（
夜
間
出
入
り
口
、

病
棟
の
出
入
り
口
、

新
生
児
室
等
を

IC

カ
ー
ド
で
管
理
さ
れ
て
い
て
不
審
者
が
入

れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
）

非
常
放
送
設
備

（
火
災
が
発
生
し
た
場

合
院
内
の
職
員
、
患
者
さ
ん
に
お
知
ら
せ
、

誘
導
、
職
員
間
の
連
絡
等
に
使
い
ま
す
）

　
防
犯
カ
メ
ラ

（
全
て
の
出
入
り
口･

地
下

駐
車
場
内
を
二
四
時
間
監
視
、
記
録
し
て

い
ま
す
）
施
設
課
が
二
四
時
間
監
視
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
栄
養
科
の
消
火
設
備
の
確
認

こ
こ
は
院
内
で
一
番
火
気
を
使
用
す
る
場

所
で
す
、
ス
プ
リ
ン
ク
ー
ラ
設
備
は
勿
論
で

す
が
、
各
フ
ー
ド
換
気
扇
に
は
ダ
ク
ト
消
火

設
備
を
設
置
し
て
あ
り
火
災
の
延
焼
を
防

ぎ
ま
す
。

　
　

     

薬
剤
科
は
可
燃
物
の

                    

管
理
状
況
を
確
認

院
内
ほ
と
ん
ど
の
薬
剤
を
管
理
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
、
可
燃
物
等
は
余
り
あ
り
ま

せ
ん
が
少
量
は
保
管
し
て
い
ま
す
、
こ
れ
ら

は
固
定
し
て
あ
り
破
損
し
な
い
よ
う
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ボ
ト
ル
を
使
用
し
万
が
一
転
倒
し
て
流

れ
出
し
て
も
受
け
皿
が
あ
り
外
に
は
漏
れ
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
屋
内
消
火
栓
の
確
認

　
各
階
に
設
置
さ
れ
ス
プ
リ
ン
ク
ー
ラ
の
届
か

な
い
場
所
の
消
火
に
使
い
一
人
で
も
操
作
で

き
る
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

  
夜
間
受
付

　
夜
間
、
受
付
業
務
を
す
る
と
こ
ろ
で
こ
こ

に
も
複
合
火
災
受
信
機

・
自
動
火
災
通
報

装
置
・
非
常
放
送
設
備
・
防
犯
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
、

緊
急
時
の
対
応
が
で
き
る
よ
う

な
っ
て
い
ま
す
。

            

　
病
棟

・
・

病
棟
で
は
防
火
区
画
の
確
認
、
デ
イ
ル
ー

ム
を
境
に
３
区
画
に
別
れ
各
区
画
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
避
難
で
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
最
後
に
飯
田
院
長
が
は
し
ご
車
か
ら
の
号

令
で
一
斉
放
水
を
行
い
訓
練
を
終
了
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
地
域
の
か
た
が
た
の
ご
協
力
多
数

見
学
に
来
て
い
た
だ
き
無
事
合
同
訓
練
を
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　          
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
備
課
　
藤
本
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「外来患者さんアンケート」集計結果「外来患者さんアンケート」集計結果

Q1.練馬総合病院を利用された理由は？

知っている医師
が
いるから

大きな総合病院
だから
19%

家が近いから
31%

その他
10%

医療設備が十分
に
整っているから
10%

良い医師がいる
と
聞いたから
6%

他の病院の医師
から紹介された
から
8%

医院、診療所か
ら
紹介されたから
6%

Q4.移転を何でお知りになりましたか？ 無回答
5%

その他
16%

旧病院で知った
46%

病院のホーム
ページ
10%

新聞の折り
込み広告
4%

近所の方教えて
もらった
8%

病院職員の
説明
11%

ダイレクトメール０％

Q.2交通機関は何を利用されますか？

自転車
21%

電車
31%

その他
1%バス

4%

自家用車
13%

徒歩
24%

オートバイ
0%

タクシー
6%

Q3.何科を受診されますか？

リハビリ
テーション
4% 眼科

4%

泌尿器科
3%

皮膚科
11%

小児科
1%

脳外科
2%

内科
29%

整形外科
21%

産婦人科
13%

外科
12%

新病院へ移転してから初めての外来患者アンケートを2月13日、22日の2日間、
アンケートの内容も多少変更して行い、多くの皆様のご協力を得ることが出来ました。
一部の結果を報告させて頂きます。
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65.8%

44.4%

36.4%

26.7%

29.1%

29.0%

25.2%

30.6%

23.2%

38.9%

38.0%

43.0%

18.5%

24.2%

34.4%

30.4%

23.7%

2.8%

9.0%

4.3%

2.5%

13.1%

0.0%

0.0%

0.0%

3.7%

3.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院の清潔度

待合室について

受付システム

医療の質・内容

医療機器の整備

病院全体の評価

満足 一応満足 普通 やや不満 不満

病院の印象

アンケート結果を反映し、より良い病院作りに努力いたします。
次回も皆様のご協力お願いします。

37.6%

30.1%

47.2%

42.1%

50.9%

50.5%

3.2%

22.7%

28.2%

31.2%

20.8%

26.3%

25.5%

22.1%

1.1%

4.5%

27.4%

35.5%

30.2%

26.3%

20.8%

24.2%

11.6%

68.2%

0.0%

3.2%

0.0%

4.5%

0.0%

6.8%

5.3%

3.2%

0.0%

0.0%

1.9%

0.0%

2.8%

0.0%

2.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受付

会計

レントゲン

検査

医師

看護師

リハビリ

医療相談

満足 一応満足 普通 やや不満 不満

職員の応対について
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輸血・免疫系

　「
わ
た
し
た
ち
ヒ
ト
」
の
体
は
、
た
く

さ
ん
の
細
胞
が
集
ま
っ
て
で
き
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
役
割

を
も
っ
た
細
胞
た
ち
が
互
い
に
協
力
し
合

い
、「
ヒ
ト
」
の
体
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
人
間
の
細
胞
と
他
の
動
物
の
細
胞
を
合

わ
せ
て
集
め
て
も
、
あ
る
い
は
他
人
同
士

の
細
胞
を
合
わ
せ
て
も
、
こ
う
い
っ
た
細

胞
の
仕
組
み
は
決
し
て
で
き
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
体
内
に
入
っ
て
き
た
「
自
分
で

は
な
い
も
の
非
自
己
」
を
拒
絶
す
る
し
く

み
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の

し
く
み
は
「
免
疫
系
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

 

わ
た
し
た
ち
は
自
己
と
自
分
以
外
の
も

の
（
非
自
己
）
を
区
別
す
る
こ
と
で
自
分

の
体
を
守
っ
て
い
ま
す
。
免
疫
と
い
う
言

葉
の
由
来
が
、「
疫
病
（
伝
染
病
）
を
免

れ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
よ

う
に
、
体
内
に
侵
入
し
た
病
原
菌
を
「
非

自
己
」
と
し
て
認
識
し
、
攻
撃
し
体
内
か

ら
排
除
し
き
ま
す
。
自
分
と
は
区
別
さ
れ

た
「
非
自
己
」
を
み
き
わ
め
、
そ
れ
が

「
わ
た
し
」
の
中
で
勝
手
に
振
る
舞
う
こ

と
を
許
さ
な
い
の
が
免
疫
系
の
仕
事
で

す
。

 
免
疫
系
は
体
内
に
侵
入
し
た
こ
と
の
あ

る
「
自
分
以
外
の
も
の
」
を
覚
え
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
の
「
自
分
以
外
の
も
の
」

と
は
、
わ
た
し
た
ち
の
体
を
病
気
に
し
て

し
ま
う
ウ
イ
ル
ス
や
バ
ク
テ
リ
ア
ま
た
は

他
人
の
血
液
な
ど
の
こ
と
で
、
免
疫
学
で

は
こ
れ
ら
を
抗
原
（
こ
う
げ
ん
）
と
よ
び

ま
す
。
免
疫
系
は
、
一
度
接
触
し
た
こ
と

の
あ
る
抗
原
と
の
戦
い
方
を
記
憶
し
て
い

る
の
で
、
症
状
が
重
く
な
る
前
に
異
物
を

体
内
か
ら
撃
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
近
な
例
と
し
て
は
「
は
し
か
」
や
「
水

ぼ
う
そ
う
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
病
気
に
一
度
か
か
る
と
、
通
常
二

度
と
か
か
ら
な
い
（
？
）
の
は
、
そ
の
記

憶
力
の
お
か
げ
な
の
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
体
を
構
成
す
る
細
胞
に

は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
「
わ
た
し
の
一
部

で
あ
る
印
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
こ
の
印
が
つ
い
て
い
な
い
も
の
は
自

分
以
外
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
排
除
さ

れ
ま
す
。
皮
膚
移
植
や
臓
器
移
植
の
場

合
、
自
分
の
組
織
で
は
定
着
し
ま
す
が
他

人
の
組
織
の
場
合
拒
絶
反
応
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。。

  

わ
た
し
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
環
境
の

中
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
、
目
に
見
え

な
い
有
害
な
物
質
な
ど
の
外
敵
（
抗
原
）

が
多
く
あ
り
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
環
境
の
中
で
も
健
康
な
体
を
維
持

し
、
た
と
え
感
染
し
て
も
発
病
し
な
い
で

す
ん
で
い
る
の
は
、
免
疫
系
と
い
う
防
衛

機
能
が
わ
た
し
た
ち
の
体
に
そ
な
わ
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

～ 臨床検査室から ～

　
　
免
疫
系
・
・
・

　
輸
血
の
際
、
他
人
の
血
液
を
混
ぜ
た

と
き
、
固
ま
っ
た
り
、
赤
血
球
が
壊
れ

た
り(
溶
血
）
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

血
液
の
「
印
」
で
あ
る
血
液
型
を
合
わ

せ
て
他
人
の
血
液
で
も
大
き
な
問
題
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　　
　
　
　

輸
血
・
・
・

　
血
液
以
外
の
細
胞
に
も
血
液
型
と
は
別

の
型
の
化
学
構
造
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ

れ
が
一
致
し
な
け
れ
ば
、
拒
絶
反
応
が
起

き
て
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
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● 外来がん化学療法 ●

 

が
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気

 

抗
が
ん
剤
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

 

新
病
院
に
移
転
し
て
外
来
化
学

療
法
は
何
が
変
わ
っ
た
の

外
来
が
ん
化
学
療
法

薬
剤
師
に
よ
る
抗
が
ん
剤
の

調
整
始
め
ま
し
た

　
桜
前
線
の
北
上
と
と
も
に
、
春
の
便
り

が
聞
こ
え
始
め
る
頃
と
な
り
ま
し
た

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

　
さ
て
、
当
院
で
は
以
前
か
ら
外
来
化
学

療
法
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
病
院
へ

の
移
転
に
伴
い
、
化
学
療
法
室
を
新
た
に

設
置
し
、
薬
剤
師
に
よ
る
抗
が
ん
剤
の
混

合
調
製
を
始
め
ま
し
た
。

　「
が
ん
」
と
は
、
何
ら
か
の
原
因
で
細

胞
の
遺
伝
子
に
傷
が
つ
き
、
そ
れ
ま
で

増
え
た
り
壊
れ
た
り
し
て
い
た
細
胞

が
、
そ
の
調
節
が
出
来
な
く
な
り
、
細

胞
が
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け
、
異
常
な
細

胞
に
と
っ
て
変
わ
る
病
気
の
こ
と
で

す
。

　
抗
が
ん
剤
と
は
、
自
分
勝
手
に
増
え

続
け
る
が
ん
細
胞
を
殺
す
効
果
を
持
つ

薬
の
こ
と
で
す
。
抗
が
ん
剤
は
、
血
液

の
流
れ
に
乗
っ
て
全
身
を
め
ぐ
り
、
が

ん
細
胞
を
殺
し
ま
す
が
、
が
ん
細
胞
だ

け
で
な
く
正
常
の
細
胞
に
も
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
て
し
ま
う
た
め
、
副
作
用
が
現

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
外
来
が
ん
化
学
療
法
と
は
、
今
ま
で

入
院
で
行
っ
て
い
た
抗
が
ん
剤
の
点
滴

治
療
を
、
外
来
で
行
う
治
療
方
法
の
こ

と
で
す
。
抗
が
ん
剤
の
点
滴
な
ど
を
す
る

た
め
に
、
定
期
的
に
来
院
し
て
頂
ま
す
。

そ
し
て
副
作
用
を
抑
え
る
薬
を
使
っ
た

り
、
生
活
上
の
注
意
な
ど
を
守
れ
ば
、
入

院
し
な
い
で
い
つ
も
通
り
の
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

長
時
間
の
点
滴
も
落
ち
着
い
た
環
境

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
え
る
よ
う
に
、

テ
レ
ビ
の
つ
い
た
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

シ
ー
ト
の
ベ
ッ
ド
を
完
備
し
て
い
ま

す
。

 

化
学
療
法
を
受
け
る
患
者
さ
ん
に
は

専
任
の
看
護
師
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん

用
に
、
副
作
用
や
生
活
上
の
注
意
点
な

ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
準
備
し
て
い
ま

す
。

 

薬
の
専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
が
抗
が

ん
剤
を
調
製
す
る
こ
と
で
、
よ
り
厳
密

な
薬
剤
量
の
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

薬
剤
の
混
合
調
製
は
地
下
の
薬
剤
科

の
中
に
あ
る
無
菌
室
の
安
全
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
（
外
か
ら
の
雑
菌
が
入
ら
ず
に

調
製
が
行
え
る
装
置
）
を
使
用
す
る
た

め
、
無
菌
的
に
調
製
が
行
え
、
よ
り
安

全
に
注
射
の
準
備
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

  
外
来
　
化
学
療
法
室

薬
剤
科
　
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
室
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高
齢
者
の
転
倒 

転
倒
の
原
因 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

理
学
療
法
士 

堀
川
一
夫 

<

は
じ
め
に> 

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
問

題
の
ひ
と
つ
に
「
転
倒
」
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
全
国
調
査
で
は
、
六
五
歳
以
上
の
３

分
の
１
が
一
年
に
一
度
は
転
倒
を
経
験
し

て
い
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後

期
高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
七
五
歳
以
上
で
は
、

転
倒
・
骨
折
の
発
生
率
が
急
激
に
増
加
す

る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
世
界
一
の
長

寿
国
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
長
生
き
し
て
も

健
康
で
な
け
れ
ば
…
と
願
う
の
は
私
だ
け

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

そ
こ
で
「
高
齢
者
の
転
倒
」
と
題
し
、

そ
の
原
因
か
ら
予
防
ま
で
を
連
載
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
「
転
倒
の
原

因
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

 
<

転
倒
の
原
因> 

高
齢
者
の
転
倒
の
原
因
は
内
的
要
因
と

外
的
要
因
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
内
的
要
因

と
は
加
齢
に
伴
う
心
身
機
能
の
変
化
や
慢

性
疾
患
の
諸
症
状
な
ど
を
指
し
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
外
的
要
因
と
は
床
面
の
段
差
や

照
明
、
履
物
な
ど
を
指
し
ま
す
。
紙
面
の

都
合
か
ら
そ
の
全
て
を
解
説
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
身
近
な
も
の
を
い
く

つ
か
取
り
上
げ
ま
す
。 

<

内
的
要
因>

 

●
感
覚
の
衰
え 

安
定
し
た
立
位
や
歩
行
に
は
感
覚
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
視
覚
、聴
覚
、平
衡
感
覚
、

足
の
裏
の
感
覚
、
関
節
角
度
や
筋
の
働
き

具
合
に
関
す
る
感
覚
…
挙
げ
れ
ば
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は
加
齢
と
共
に

こ
れ
ら
の
感
覚
が
低
下
す
る
と
い
う
事
実

で
す
。
例
え
ば
白
内
障
の
た
め
に
薄
暗
い

所
で
つ
ま
ず
い
た
り
、
難
聴
の
た
め
に
車

の
接
近
に
気
付
く
の
が
遅
れ
た
り
、
体
の

バ
ラ
ン
ス
能
力
が
低
下
し
た
り
、
僅
か
な

路
面
の
傾
斜
に
気
付
か
な
か
っ
た
り
と
、

こ
れ
ら
の
症
状
の
ど
れ
か
に
ハ
タ
と
思
い

当
た
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

●
反
射
・
反
応
の
衰
え 

転
び
そ
う
に
な
っ
た
時
、
と
っ
さ
に
手

が
出
る
の
は
ヒ
ト
に
備
わ
っ
た
重
要
な
反

応
で
す
。
こ
ん
な
一
見
単
純
な
反
応
も
複

雑
な
神
経
系
が
適
切
に
機
能
し
て
成
立
す

る
の
で
す
。
前
項
で
述
べ
た
感
覚
が
正
常

で
も
中
枢
へ
伝
え
る
神
経
や
そ
の
中
枢
の

機
能
が
衰
え
て
い
れ
ば
適
切
な
反
応
は
現

れ
ま
せ
ん
。 

●
脳
循
環
不
全 

脳
の
大
血
管
の
不
具
合
は
半
身
麻
痺
を

来
た
し
ま
す
が
、
広
範
囲
に
多
発
す
る
小

さ
な
梗
塞
を
多
発
性
脳
梗
塞
も
症
状
を
現

し
ま
す
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
様
症
状
を
引
き

起
こ
す
も
の
で
す
。
特
徴
と
し
て
体
が
強

ば
り
滑
ら
か
な
動
き
が
阻
害
さ
れ
ま
す
。

手
は
振
る
え
細
か
い
作
業
が
し
に
く
く
な

り
ま
す
。
歩
き
始
め
の
一
歩
が
出
せ
な
い

の
も
特
徴
で
す
。
こ
う
な
る
と
転
倒
は
日

常
茶
飯
事
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

●
骨
・
関
節
・
筋
の
衰
え 

手
足
の
運
動
能
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

よ
り
強
調
さ
れ
る
点
は
姿
勢
の
変
化
で
す
。

骨
粗
鬆
症
は
既
に
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
背
中
が
丸
く
な
る
の
は
こ
れ
が
原
因

で
す
。
全
身
の
関
節
運
動
範
囲
が
狭
ま
る

と
前
か
が
み
で
手
の
振
り
が
小
さ
く
歩
幅

の
小
さ
い
歩
き
に
な
り
ま
す
。
前
か
が
み

の
姿
勢
は
足
の
上
が
り
が
低
く
つ
ま
ず
く

原
因
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
と
っ
さ
の
時

の
対
応
も
十
分
で
は
な
く
な
り
ま
す
。 

●
薬
物
の
作
用 

不
眠
の
た
め
薬
を
服
用
し
て
い
る
方
も

多
い
で
し
ょ
う
。
目
覚
め
て
す
ぐ
ト
イ
レ

へ
行
く
こ
と
が
い
か
に
危
険
か
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
副
作
用
と
し
て

運
動
機
能
障
害
を
引
き
起
こ
す
薬
も
あ
り

ま
す
。 

 
<

外
的
要
因> 

●
採
光
と
照
明 

不
適
切
な
照
明
で
は
足
元
の
安
全
は
望

め
ま
せ
ん
。
明
る
さ
だ
け
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
段
差
が
あ
る
こ
と
に

気
付
き
難
い
角
度
で
照
ら
さ
れ
て
い
る
と

そ
の
価
値
を
失
い
ま
す
。
さ
ら
に
床
材
の

色
調
に
よ
っ
て
は
段
差
が
目
立
た
な
く
な

る
例
も
あ
り
ま
す
。 

●
屋
内
の
動
線 

通
常
、日
本
家
屋
の
廊
下
は
三
尺
幅（
約

九
０
セ
ン
チ
）で
す
。そ
の
動
線
上
に
色
々

な
物
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。
よ
ろ
け
た
弾
み
で
手
を
伸
ば
し
、

掴
ま
ろ
う
と
し
た
家
具
と
一
緒
に
倒
れ
る

こ
と
も
起
こ
り
得
ま
す
。 

●
床
の
段
差
と
敷
物 

中
途
半
端
な
段
差
は
最
も
危
険
で
す
。

ま
た
、
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど
の
敷
物
は
そ
の

縁
で
つ
ま
ず
き
易
い
も
の
で
す
。 

●
寝
具 

布
団
に
つ
ま
ず
い
た
と
い
う
話
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
歩
い
て
布
団
を
上
が
り
下
り

す
る
の
は
禁
物
で
す
。「
布
団
を
踏
ん
じ
ゃ

い
か
ん
」
と
子
供
の
こ
ろ
叱
ら
れ
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
が
、
先
人
の
教
訓
が
生
ん

だ
躾
で
し
ょ
う
。 

●
衣
服
と
履
物 

衣
服
は
も
と
よ
り
履
物
に
つ
い
て
語
れ

ば
一
ペ
ー
ジ
で
も
足
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は「
転
倒
予
防
と
履
物
」で
解
説
し
ま
す
。 

 <

お
わ
り
に> 

次
回
か
ら
は
よ
り
詳
し
く
解
説
し
ま
す

の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
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料理コーナー

● 骨の健康を助ける
　　　特定保健用食品 ●

　大豆もやしのぴり辛あえ

　材料：（２人分）

　　鶏ささみ　１本　　　　大豆もやし    200g　　

　　わけぎの小口切り　大さじ１ 　入り白ｺ゙ﾏ　小さじ1/2

　　塩　一つまみ　　　ごま油　小さじ１　　　酒　小さじ１

　　＊たれ　 黒酢　しょうゆ　　各大さじ１　　

　 ごま油　大さじ１　赤唐辛子輪切り　小１本分

　
現
在
、
骨
粗
鬆
症
の
患
者
さ
ん
は
約
１

０
０
０
万
人
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
８
割
が
女
性
で
す
。
そ
れ
は
、
骨
の
形

成
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
影
響
し
、
更
年
期

に
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
減
っ
て
く
る

と
、
骨
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
も
減
っ

て
く
る
か
ら
で
す
。
　

 

ま
た
、
最
近
は
10
代
や
20
代
の
若
い
女

性
が
か
か
る
「
若
年
性
骨
粗
鬆
症
」
も
増

え
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
体
重
や
ス

タ
イ
ル
を
気
に
し
て
食
事
を
抜
い
た
り
、

食
事
量
を
極
端
に
減
ら
し
た
り
し
て
や
せ

る
人
が
い
る
か
ら
で
す
。

　
骨
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
量
（
骨

量
）
は
25
歳
く
ら
い
を
ピ
ー
ク
に
徐
々

に
減
り
続
け
、
妊
娠
、
出
産
、
授
乳
な
ど

を
経
験
す
る
た
び
に
、
大
き
く
減
り
、
更

年
期
と
な
っ
て
閉
経
を
迎
え
る
と
、
さ

ら
に
減
り
ま
す
。
し
か
も
、
20
歳
代
を
過

ぎ
る
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
ど
ん
な
に
た

く
さ
ん
摂
取
し
て
も
、
骨
量
を
増
や
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ど
の
年
代
で
も
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十

分
に
摂
取
し
て
、
骨
量
の
維
持
と
、
減
る

ス
ピ
ー
ド
を
遅
く
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
日
本
骨
粗
鬆
症
学
会
で
は
１
日
800
mg

摂
る
よ
う
推
奨
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

食
物
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
が
す
べ

て
吸
収
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

効
率
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
牛
乳
で
約

40
％
、
野
菜
で
約
30
％
し
か
吸
収
さ
れ

ず
、
調
理
中
も
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
意

識
し
て
多
め
に
摂
る
よ
う
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
体
内
に
吸
収

さ
れ
た
後
、
骨
に
利
用
さ
れ
る
た
め
に

は
、
適
度
な
運
動
が
必
要
で
す
。

　
特
定
保
健
用
食
品
に
認
め
ら
れ
た
関

与
成
分
は
、
腸
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
を
助
け
る
も
の
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
2

を
通
常
よ
り
多
く
つ
く
り
だ
す
も
の
、

ホ
ル
モ
ン
に
似
た
作
用
を
も
つ
大
豆
イ

ソ
フ
ラ
ボ
ン
が
あ
り
ま
す
。

①
　「
Ｃ
Ｐ
Ｐ
」

　
　（
ク
エ
ン
酸
リ
ン
ゴ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）

　
牛
乳
の
た
ん
ぱ
く
質
を
酵
素
で
分
解
し
た

も
の
で
、

カ
ル
シ
ウ
ム
を
腸
管
か
ら
吸
収
さ

れ
や
す
い
形
に
す
る
作
用
が
あ
る

② 

「
Ｃ
Ｃ
Ｍ
」

　
　（
カ
ゼ
イ
ン
ホ
ス
ホ
ペ
プ
チ
ド
）

　
カ
ル
シ
ウ
ム
と
ク
エ
ン
酸
、
リ
ン
ゴ
酸
を
カ
ル

シ
ウ
ム
が
吸
収
さ
れ
や
す
い
一
定
の
比
率
で

配
合
さ
れ
て
い
る

③ 

「
Ｍ
Ｂ
Ｐ
」

   

（
乳
塩
基
性
た
ん
ぱ
く
質
）

　
牛
乳
や
母
乳
に
含
ま
れ
る
微
量
の
天
然
た

ん
ぱ
く
質
で
、

骨
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
つ
き
易

く
し
、

同
時
に
骨
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶

け
出
す
の
を
防
ぐ

④ 

「
フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
」

　
バ
ナ
ナ
、
ゴ
ボ
ウ
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
に
含
ま

れ
て
い
る
甘
味
成
分
で
、

ミ
ネ
ラ
ル
の
吸
収

を
高
め
る
　

⑤ 

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
2
」
（
メ
ナ
キ
オ
ン
ー
７
）

　
通
常
の
納
豆
菌
よ
り
、
1.5
倍
の
ビ
タ
ミ
ン

Ｋ
2
を
作
り
出
す

⑥ 

「
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
」

　
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
似
た
作
用
を
持
つ
成
分

  
以
上
の
特
定
保
健
用
食
品
を
ふ
だ
ん
の
食

事
に
プ
ラ
ス
し
て
、
骨
量
の
維
持
に
心
が
け

骨
粗
鬆
症
を
予
防
し
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
同
時
に
、
牛
乳
、
豆
腐
、
小
魚
、
小

松
菜
な
ど
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
も

摂
り
ま
し
ょ
う
。
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Ｑ
・
面
会
と
面
会
方
法
が
良
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　
Ａ
・
面
会
時
間
や
面
会
者
出
入

口
、
面
会
者
の
受
付
の
仕
方
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

 

面
会
時
間
は
下
記
の
時
間
帯
に
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
面
会
さ
れ
る
方
は
正
面
入
口
よ
り

直
接
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
患
者
さ
ん
が

入
院
さ
れ
て
い
る
病
棟
へ
お
い
で
下

さ
い
。

　
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
面
会
表
に

記
入
し
、
面
会
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
通
常
診
療
時
間
外
に
面
会
を

さ
れ
る
方
に
は
、
夜
間
救
急
入
口
か

ら
出
入
り
し
て
頂
き
ま
す
。

　
入
院
患
者
様
の
病
棟
が
不
明
の
際

は
医
事
課
受
付
か
夜
間
受
付
に
お
聞

き
下
さ
い
。
入
口
図
を
表
記
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
参
考
に
お
い
で
下
さ
い
。

○面会時間

　平日　　　　15:00～20:00

　土･日･祝日　10:00～20:00

　平日19:00・休日17:30以降は夜間救急入口になります。

○新生児面会時間

　平日　　　　15:00～15:30　17:00～19:00

　土･日･祝日　11:00～12:00　15:00～15:30　17:00～19:00

練馬総合病院

練馬総合病院周辺図
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正面玄関

平日　　　　15:00～20:00

土･日･祝日　10:00～17:30

救急夜間出入口

平日　19:00以降

休日　17:30以降

エレベーター

正面玄関

平日　　　　15:00～20:00

土･日･祝日　10:00～17:30

救急夜間出入口

平日　19:00以降

休日　17:30以降

エレベーター

　
車
で
お
い
で
の
方
は
病
院
裏
手
に
病

院
駐
車
場
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
病
院
駐
車
場
は
有
料
で
１
４
台
駐
車

可
能
で
す
が
、
休
日･

祭
日
の
面
会
時

間
は
混
雑
し
、
駐
車
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
来
院
の
際
は
な
る
べ
く
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　
病
院
周
辺
は
一
方
通
行
が
多
く
病
院

周
辺
に
駐
車
さ
れ
ま
す
と
、
近
隣
の

方
々
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

練馬総合病院　院内案内図



お待ちして
　　おります

　広報委員会では、当院に対する皆様からの

ご意見・ご質問など（その他何でも結構です）

お待ちしております。

　院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊　　各階ｴﾚﾍ゙ ﾀー横

　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関入口

次号は、第６４号　平成１９年　７月１日発行です。

連絡先　 Te l　03-5988-2200 　　　　　　　　　

　　　　　　　　Fax　　03-5988-2250
　　　　　　　e-mail : info@nerima-hosp.or.jp

　　　　　　　http://www.nerima-hosp.or.jp



★診療科目★ 内科／外科／整形外科／皮膚科／泌尿器科／産婦人科／眼科／
小児科／脳外科／リハビリテーション科／放射線科

人間ドック／脳ドック／癌検診
　　　　　　　　　　　健康医学センター／糖尿病センター／創傷ケアセンター／内視鏡センター

★受付時間★ 午前の診療受付　　午前８時～午前１１時
午後の診療受付　　正午～午後４時

★休診日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始
急患は年中無休で24時間診療いたします

★２４時間救急受付 当直医常時３名体制　
　　　（内科／外科系／産婦人科）

｢ﾊﾛ-ﾎｽﾋ゚ﾀﾙ｣：第６３号
平成1９年４月1日発行　（年4回発行）
発行／編集
財団法人東京都医療保健協会
練馬総合病院　広報委員会

当院へのご案内

　交通：電車　■西武池袋線　　　　江古田駅南口　　徒歩７分
　　　　　　　■地下鉄有楽町線　　小竹向原④出口　徒歩15分
　　　　　　　■都営大江戸線　　　新江古田出口　　徒歩８分　　　

・現練馬総合病院

〒176-8530　
東京都練馬区旭丘１-２４-1

　Tel．０３－５９８８－２２００

　FAX　０３－５９８８－２２５０

練馬総合病院入り口




